
No.49
平成30年5月1日発行

特集 学校給食センター整備事業を追う学校給食センター整備事業を追う学校給食センター整備事業を追う学校給食センター整備事業を追う

3月定例会で決まったこと
審議結果
市長の行政報告
一般質問に7議員
委員会レポート
6月定例会の予定
市民の談話室・編集後記

・・・・・・P4
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P8

・・・・・・・・・・・・・・・・P9
・・・・・・・・・・・・・・P10
・・・・・・・・・・・・・・・・P13
・・・・・・・・・・・・・・P17

・・・・・・P18

田富第2保育園入園式田富第2保育園入園式



2

今定例会におけるおもな質疑

建設予定地の東には一級河川の
常永川がある。水害など災害への
対策は。

問 ハザードマップを基に150年に1度の災害を想
定する中で建物の高さなどを設定し災害対策を
行う。

答

昨今、供給可能数が不足し給食セ
ンターを増築する事例があった。現
状での本市の見通しは。

問 3000食の供給が可能な施設を計画している。
現在の小中学校の児童・生徒数は約2500名、教
職員等が約250名、併せて約2750名程度を想
定しており、約250食分の余裕は確保している。

答

建設計画地の周辺一帯ではリニア
建設に関連した田富北小学校の
移転もある。これらも勘案する中
で、給食センター整備事業の計画
に対する進捗見込みは。

問 不測の事態が生じない限り、ほぼスケジュール通
り進められる見込み。必要に応じて議会へも報
告する。

答

中央市学校給食センター外観（イメージ図）

う追を業事備整ータンセ食給校学：集特

【反対】
　自校方式の継続を訴える立場から反対。田
富北小学校の給食施設はリニア建設に伴う移
転補償の対象となっている。一方、田富小・中学
校の給食センターは老朽化が進み早急な対応
が必要で、整備計画を田富小・中学校用の学
校給食センターへの変更するよう提案する。

【賛成】
　これまでも慎重に調査・研究を重ねる中で事業に係る
案件を審議してきた。直近の関係する補正予算は反対も
無く可決された経緯を鑑みると、既に事業が進んでいる
状況での反対には矛盾がある。国からの交付金が受け
難い状況下、交付決定された機会を逃し、強引に計画変
更することは市の財政状況を悪化させる要因にもなる。

●平成29年度一般会計補正予算（第7号）
　の内、学校給食センター整備事業工事
　請負費　2億4,000万円

●平成29年度一般会計補正予算（第8号）
　の内、学校給食センター整備事業工事
　請負費　8億7,100万円

平成30年第1回定例会で議決された
学校給食センター整備に関する予算
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学校給食センター整備に関するこれまでの経緯

う追を業事備整ータンセ食給校学：集特

◆平成22年、田富小・中学校給食施設の老朽化や給食施設全体の維持管理面に対する課題を鑑み、
教育委員会より学校給食施設検討委員会へ学校給食施設の在り方について諮問がされる。

◆平成27年、田富・玉穂・豊富の各3地区に給食センターを建設する整備案を再検討するよう、「中
央市学校給食センター整備に関する計画等の策定に係る請願」が提出される。現施設の視察や
担当課からの聴取など調査・研究・協議を重ねた結果、不採択となる。

◆平成23年、計8回の審議と4カ所の先進地視察を経て「将来、市内すべての学校給食を共同調理
することは可能であり、なるべく早く新基準に合致した給食センターを建設することが望ましい」
とする答申が出される。

◆教育委員会では答申後、リニア中央新幹線ルートが田富北小学校上になり計画の見直しが必要
になる場合を考慮し、給食センターの実施計画を見合わせることとした。

◆平成28年第4回定例会で学校給食センターの
基本設計業務委託および建設用地の取得費用
を含む補正予算が可決。

◆平成29年第1回定例会で学校給食センター建設
工事および外構工事の実施設計業務委託が当
初予算に計上され、可決。

◆平成29年8月の第2回臨時会で厨房機器調達に
関する補正予算が可決。

特
集

老朽化した田富小中学校給食センターを視察（平成27年5月）

センター化のメリットって何?
◎集中管理により、事務管理・労務管理・衛生管理の合理化が図れます。
◎調理業務の完全分業や、調理・洗浄作業への大型・自動化機器の導入により、国の基準に適合した
　衛生管理や作業の効率化によるコスト削減が可能となります。
◎アレルギー対応調理室設置し専任調理員配置することで、除去食の対応が可能となります。



土木費
●道路橋梁維持事業
●橋梁長寿命化修繕事業
●田富玉穂大津線道路整備事業
●市道 3169 号線歩道整備事業
●市総合防災公園建設に係る都市公園建設事業

8,419万円
5,604万円

2億5,449万円
1億224万円
7億3,027万円

消防費消防費
●甲府地区広域行政事務組合負担金事業
●消防施設整備事業（可搬ポンプ積載車両の購入等）
●女性消防隊装備一式購入事業

4億5,100万円
1,427万円
107万円

特別会計 総額71億3055万円 （対前年度比12.3%減）

合計

会計名
国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計
地域包括支援センター特別会計
簡易水道事業特別会計
下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
田富よし原処理センター事業特別会計

予算額
31億6,263万円
2億6,213万円
20億1,747万円
1,578万円

1億8,797万円
9億7,231万円
4億1,740万円
9,486万円

71億3,055万円

増減率
▲17.6%
7.9%
5.5%
16.2%
▲12.5%
▲27.7%
59.3%
14.9%
▲12.3%

平成30年度上水道事業会計予算

収益的支出
資本的支出

予算額
2億7,102万円
1億2,119万円

増減率
▲2.3%
▲68.0%

教育費
●準要保護児童就学援助事業
●リニア建設に伴う田富北小学校移転整備事業

2,731万円
4,967万円
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【反対】
　下水道使用料の引き上げに伴う予算が含まれている。下水道法等において規定される公共的な目的を担う
ことは重要であり、そのために公費を当てることは当然。市民の負担増となる下水道使用料の値上げをやめる
よう求める。



骨格予算として編成
総額147億5,232万円 前年度比14.6%の増一般会計

おもな事業

総務費
●庁舎整備事業
●行政事務電算化事業
●中央市洪水ハサードマップ作成事業
●防災対策室映像音響設備導入事業

1億9,466万円
4億1,176万円

978万円
5,519万円

衛生費
●母子検診事業
●総合健診事業
●環境基本計画策定業務委託事業
●塵芥し尿処理事業
●中巨摩広域事務組合負担金事業

3,373万円
4,258万円
482万円

1億2,955万円
2億1,060万円

農林水産業費
●道の駅とよとみ管理運営事業（トイレ改修工事等）
●土地改良施設等維持管理事業
●土地改良施設等基盤整備事業

3,779万円
3,773万円

1億6,364万円

民生費
●私立保育所等整備事業（私立幼稚園の全面改修工事に伴う補助金）
●保育園施設整備事業（豊富保育園外構整備等）
●豊富健康福祉センター運営事業（温泉加圧ポンプ・ろ過装置入替工事等）
●生活困窮者自立支援事業（子どもの学習支援事業等）

3億9,021万円
3,528万円
2,234万円
1,566万円
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商工費
●産業立地助成事業
●中央市ふるさとまつり事業
●観光振興事業（スイートコーンマラソン&ウォーク、桃と桜のサイクリング）

7,286万円
1,100万円
350万円

　平成30年第1回定例会が2月21日から3月14日までの22日間の会期で開催されました。
　条例案件15件、平成29年度補正予算9件、平成30年度予算10件、人事案件1件、その他6件が提
案され、審議されました。平成30年度一般会計予算は、市長選を控えた骨格予算［※］であったも
のの、昨年からの大型継続事業が増えた影響で過去最大の規模となりました。

予算編成時に市長選などで政治的な判断が出来ない場合、人件費など最低限の必要な経費を
計上して編成する予算。選挙後に市長の意向を反映させた予算を追加補正します。

［※］骨格予算…



平成29年度一般会計補正予算
6億303万円を追加

総額161億6,846万円に

学校給食センター建設予定地（田富北小学校東側）
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平成29年度特別会計補正予算

国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計
簡易水道事業特別会計
下水道事業特別会計
農業集落排水事業
上水道事業会計【収益的支出】

37億6,637万円
2億4,162万円
20億5,747万円
2億3,257万円
12億9,745万円
5億7,817万円
2億7,776万円

▲1億9,715万円
▲175万円
30万円
86万円

▲5,994万円
3億1,619万円

12万円

会計名 補正額 総　額

●平成29年度一般会計補正予算（第7号）　
⇒　2億6,797万円を減額

支出見込みや事業費、交付金額の確定等による減額おもな内容

●平成29年度一般会計補正予算（第8号）　
⇒　8億7,100万円を増額

国からの交付金の前倒し交付決定に伴う、学校給食
センター施設整備事業工事請負費の増額

おもな内容

　3月定例会では、会期中に国の補正予算において学校給食センター整備事業に係る平成29年度
交付金の追加交付が決定されたことに対応するため、一般会計補正予算（第7号）を可決後、直ち
に補正予算（第8号）が提出・可決されました。
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庁舎整備事業における増設庁舎の建設について、建築主体・電気設備・機械設
備3件の契約について、それぞれ議決しました。

契約締結契約締結

※契約の方法は3件ともに事後審査型条件付き一般競争入札

【契約概要】
①建築主体工事

早野組・齋藤建設・依田工務店　中央市増設庁舎建築主体工事共同企業体
11億2,104万円

〈契約の相手〉
〈契約金額〉

③機械設備工事
雨宮工業・日昇総合設備　中央市増設庁舎機械設備工事共同企業体
2億1,580万5,600円

〈契約の相手〉
〈契約金額〉

②電気設備工事
伸電工業・タツミエンジニアリング　中央市増設庁舎電気設備工事共同企業体
3億456万円

〈契約の相手〉
〈契約金額〉

人事案件人事案件

平成30年3月31日の任期満了により、現在の教育長が再任されました。
田中　正清氏　（東花輪）教育長の任命

おもな条例改正おもな条例改正

第7期介護保険事業計画に基づき、介護保険料等が改定されます。

●市営住宅条例の改正
【おもな改正内容】
　市営住宅について、省令で定められた方法によって把握した情報から、認知症等で収入申告などが困
難と認められる方の家賃を規定に沿って算出できるようになります。

●職員給与条例、特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例、議会議員
　の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の改正
【おもな改正内容】
　人事院勧告及び山梨県人事委員会の給与に関する勧告等に基づき、職員の給料月額や扶養手当の額
などを改正しました。また、職員の給与改定等を鑑み、常勤の特別職や議員の期末手当の支給率を改正
しました。

●介護保険条例の改正
【おもな改正内容】
　第7期介護保険事業計画における3年間（平成30～32年度）の介護保険給付費の見込み額に基づき、
必要な保険料額が算出されます。年額は被保険者の保険料率の区分に応じて定められます。

【反対】
　多額ではないが保険料の引き上げが行われている。保険料負担が重いという声が多数ある中、
特に高齢者にとっては減ってきている年金からのさらなる負担となり、生活を直撃する。これ以上の
負担増はするべきではない。
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条例
案件

○－○○○○－○○○○○○○○－○

○－○○○○－○○○○○○○○－○

○－○○○○－○○○○○○○○－○

○－○○○○－○○○○○○○○－○

○－○○○○－○○○○○○○○－○

○○○○○○○○○○○○○○○－○

○○○○○○○○○○○○○○○－○

可
決

○－○○○○－○○○○○○○○－○

○－○○×○－○○○○○○○○－○

○－○○×○－○○○○○○○○－○

○－○○×○－○○○○○○○○－○

○×○×○○○○○○○○×○○－○

平成
29
年度
補正
予算

平成
30
年度
当初
予算

・市職員の育児休業等に関する条例中改正の件
・市職員給与条例中改正の件
・特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例中改正の件
・市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例中改正の件
・特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例中改正の件
・手数料条例中改正の件
・市税外収入金に係る督促手数料及び延滞金徴収に関する条例中改正の件
・介護保険条例中改正の件
・指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関す
　る基準を定める条例中改正の件

・指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護
　予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に
　関する基準を定める条例中改正の件

・都市公園条例等中改正の件

・指定地域密着型サービス事業者等の指定に関する基準を定める条例中改正の件

・国民健康保険特別会計補正予算（第2号）

・介護保険特別会計補正予算（第3号）

・下水道事業特別会計補正予算（第3号）

・上水道事業会計補正予算（第2号）

・一般会計予算
・国民健康保険特別会計予算
・後期高齢者医療特別会計予算
・介護保険特別会計予算
・地域包括支援センター特別会計予算

・指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営
　並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のため
　の効果的な支援の方法に関する基準を定める条例中改正の件

・市営住宅条例中改正の件

・指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例制定の件

・一般会計補正予算（第7号）

・後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）

・簡易水道事業特別会計補正予算（第3号）

・農業集落排水事業特別会計補正予算（第1号）

・一般会計補正予算（第8号）

・下水道事業特別会計予算

・田富よし原処理センター事業特別会計予算

・道路線認定の件
・道路線廃止の件
・道路線変更の件
・契約締結の件
・契約締結の件

・簡易水道事業特別会計予算

・農業集落排水事業特別会計予算

・上水道事業会計予算

・教育委員会教育長の任命について同意を求める件
・契約締結の件

※ハイフン（－）は欠席により採決には加わっておりません。

可決

可
決

可
決

可
決

○－○○○○－○○○○○○○○－○

○－○○○○－○○○○○○○○－○

○－○○×○－○○○○○○○○－○

人事

その他
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3

中
央
市
長

田
中
久
雄

市

の
長

政
行

告
報

各
施
策
の
進
行
状
況

第2次長期総合計画スタート
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

使
用
で
、
30
年
1
月
16
日
か

ら
は
本
籍
地
が
本
市
に
あ
る

市
外
在
住
者
に
も
、
戸
籍
関

連
の
証
明
書
の
取
得
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

策
定
懇
話
会
の
開
催
や
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

し
、
計
画
の
策
定
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
。
高
齢
者
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
、
市
民
や
関

係
機
関
の
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

新
た
に
災
害
時
の
被
害
調

査
の
支
援
を
受
け
る
協
定
、

無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
す

る
協
定
、
地
域
の
安
全
安
心

に
関
す
る
情
報
提
供
を
中
心

と
し
た
協
定
を
締
結
し
、
こ

れ
ま
で
に
56
件
の
防
災
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

市
内
の
中
心
線
測
量
が
終

了
し
ま
し
た
。
県
の
リ
ニ
ア

駅
周
辺
整
備
も
踏
ま
え
、
効

果
を
最
大
限
に
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
、
県
や
近
隣
自

治
体
と
連
携
し
、
市
の
魅
力

を
高
め
る
施
策
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

　

夏
ご
ろ
か
ら
工
事
着
手
を

予
定
し
、
31
年
の
2
学
期
か

ら
稼
働
で
き
る
よ
う
進
め
て

い
ま
す
。

　

基
本
設
計
が
昨
年
6
月
に

終
了
し
、
現
在
、
開
発
設

計
・
仮
校
舎
設
計
な
ど
を
進

め
て
い
ま
す
。
仮
設
校
舎
の

運
用
は
、
31
年
の
2
学
期
か

ら
開
始
し
ま
す
。

　

基
本
設
計
・
実
施
設
計
が

終
了
し
、
夏
ご
ろ
か
ら
仮
校

舎
の
設
置
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
31
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
明
け
ご
ろ
か
ら
仮
設

校
舎
の
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

　

大
規
模
改
修
工
事
を
実
施

し
て
お
り
、7
月
末
に
終
了

す
る
予
定
で
す
。出
入
り
口

の
拡
幅
等
の
外
構
工
事
を
、30

年
度
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

道
路
改
良
工
事
の
全
体
延

長
5
8
0
m
は
、
29
年
度
に

延
長
2
0
0
m
・
幅
員
12
m

を
工
事
着
手
し
、
30
年
度

に
第
2
工
区
と
し
て
延
長

2
4
0
m
・
幅
員
12
m
の
工

事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

敷
地
外
駐
車
場
整
備
工
事

は
30
年
8
月
末
、
増
設
庁
舎

建
築
工
事
は
31
年
2
月
末
完

成
に
向
け
工
事
を
進
め
て
い

ま
す
。

田
富
北
小
学
校
の
移
転

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

防
災
協
定
の
締
結

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
建
設

豊
富
小
学
校
の

建
て
替
え
等

豊
富
保
育
園
の

大
規
模
改
修
等

コ
ン
ビ
ニ
等
に
お
け
る

証
明
書
の
交
付

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画・

第
7
期
介
護
保
険
事
業

計
画
の
策
定

田
富
玉
穂
大
津
線
の

道
路
整
備
事
業

市
庁
舎
整
備
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積極的に取り組む

リニア開通に向けた街づくりは

金丸　俊明 議員

予
定
通
り
進
行
さ
せ
る

中
央
市
幹
線
道
路
網
計
画
は

議
員

斉
藤　

雅
浩

金
丸
議
員　

①
山
梨
県
の
方

向
性
に
つ
い
て
、
本
市
の
と

ら
え
方
は
。

②
中
央
市
リ
ニ
ア
活
用
基
本

構
想
に
基
づ
く
今
後
の
計
画

は
。

③
開
通
を
見
据
え
た
土
地
利

用
の
受
け
皿
は
。

市
長　

①
山
梨
県
は
リ
ニ
ア

駅
近
郊
の
目
指
す
べ
き
姿
に

つ
い
て
、
定
住
・
産
業
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
景
観
・
観
光
交

流
の
5
つ
の
視
点
か
ら
整
備

方
針
を
定
め
て
い
る
。
県
が

1
月
に
設
置
し
た
「
リ
ニ
ア

環
境
未
来
都
市
創
造
会
議
」

の
本
部
委
員
と
し
て
、
市
と

し
て
の
考
え
を
積
極
的
に
提

言
し
て
い
く
。

②
29
年
度
策
定
し
た
第
2
次

中
央
市
長
期
総
合
計
画
や
、

30
年
度
か
ら
見
直
す
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
反
映

さ
せ
、
ま
ち
づ
く
り
計
画
を

推
進
し
て
い
き
た
い
。

③
県
の
都
市
計
画
と
整
合
性

を
図
る
中
で
検
討
す
る
。

【
関
連
質
問
】

▼
斉
藤
雅
浩
議
員

▼
名
執
義
髙
議
員 

斉
藤
議
員　

①
幹
線
道
路
網

計
画
に
つ
い
て
。

②
短
期
計
画
3
路
線
の
進
捗

状
況
と
今
後
の
計
画
は
。

③
整
備
路
線
の
見
直
し
と
、

田
富
西
通
り
線
を
南
進
す
る

田
富
南
北
道
路
の
早
期
実
現

の
可
能
性
は
。

都
市
計
画
課
長　

①
短
期
・

中
期
・
長
期
の
段
階
的
な
整

備
計
画
を
策
定
し
、
毎
年
度
、

庁
内
で
進
捗
状
況
を
確
認
。

都
市
計
画
課
が
計
画
管
理
し

て
い
る
。

②
東
花
輪
駅
か
ら
田
富
玉
穂

大
津
線
ま
で
の
路
線
は
29
年

度
完
了
済
み
、
東
花
輪
駅
踏

切
か
ら
市
川
三
郷
線
ま
で
は

31
年
度
完
了
予
定
、
医
大
南

部
土
地
区
画
整
理
事
業
地
か

ら
の
玉
穂
中
央
通
り
線
は
34

年
度
完
了
予
定
。

③
短
期
計
画
が
完
了
後
、
予

定
通
り
5
区
間
の
整
備
に
着

手
す
る
。

【
関
連
質
問
】

▼
福
田
清
美
議
員

▼
名
執
義
髙
議
員

南への延伸が望まれる田富西通り線
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排水路改修工事のためのメダカ救出大作戦Ⅱ
（中央市野生のメダカ生息地）

ユニバーサルデザインが取入れられたトイレ（玉穂総合会館）

地域全体で取り組む

生物多様性農業の推進は

名執　義髙 議員

議
員

渡
辺　
　

亨

知
識
と
配
慮
の
両
面
に
留
意

市
の
が
ん
教
育
は

名
執
議
員　

①
種
子
法
廃
止

の
影
響
は
。

②
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
試
験

場
の
運
営
や
農
業
普
及
員
制

度
が
ど
う
変
わ
る
か
。

③
種
子
の
多
様
性
確
保
の
必

要
性
に
つ
い
て
。

④
中
央
市
の
在
来
種
や
伝
統

的
な
種
に
つ
い
て
。

⑤
種
子
事
業
の
民
営
化
問
題

に
つ
い
て
。

⑥
遺
伝
子
組
換
え
や
ゲ
ノ
ム

編
集
技
術
に
つ
い
て
。

⑦
公
共
財
と
し
て
日
本
の
種

子
を
守
る
条
例
の
必
要
性
は
。

⑧
伝
統
的
農
業
と
本
来
の
競

争
力
の
あ
る
農
業
と
は
。

市
長　

①
生
産
コ
ス
ト
が
種

子
価
格
に
跳
ね
上
が
る
こ
と

に
よ
る
食
料
価
格
へ
の
影
響

や
、
中
小
農
家
の
廃
業
化
の

加
速
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。

②
県
で
は
従
来
通
り
変
わ
ら

な
い
と
し
て
い
る
。

③
公
的
支
援
に
よ
る
種
子
確

保
と
育
成
は
今
後
も
必
要
と

考
え
る
。

④
種
子
法
に
は
該
当
し
な
い

が
、
世
代
を
超
え
て
種
を
守

り
育
成
し
て
き
た
え
び
イ
モ

が
あ
る
。

⑤
利
便
性
と
効
率
性
が
優
先

さ
れ
、
種
子
の
入
手
が
困
難

と
な
る
こ
と
も
否
定
で
き
な

い
。

⑥
既
に
近
い
技
術
は
使
わ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
は
化

学
肥
料
や
農
薬
が
必
須
と
な

り
、
土
壌
等
へ
の
弊
害
も
認

識
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑦
地
域
資
源
と
し
て
品
種
の

保
存
と
育
成
に
関
わ
り
、
地

域
市
民
へ
還
元
す
る
活
動
も

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑧
意
欲
的
な
集
団
的
農
家
や

農
業
法
人
に
よ
る
付
加
価
値

対
策
と
、
教
育
フ
ァ
ー
ム
等

活
動
の
醸
成
を
同
時
に
進
め

る
こ
と
で
、
競
争
力
を
持
っ

た
農
業
が
構
築
で
き
る
と
考

え
る
。

名
執
議
員　

①
生
物
多
様
性

農
業
の
現
状
と
生
態
系
の
保

護
に
つ
い
て
。

②
メ
ダ
カ
を
生
か
し
た
農
業

の
在
り
方
に
つ
い
て
。

農
政
課
長　

①
流
通
米
と
し

て
生
産
す
る
各
種
形
態
を
中

心
に
可
能
な
限
り
支
援
協
力

を
行
い
た
い
。

②
市
内
在
来
自
然
農
法
も
持

続
可
能
に
で
き
る
よ
う
、
関

係
者
・
消
費
者
・
行
政
が
一

体
と
な
り
地
域
で
取
り
組
む

こ
と
が
必
要
。

渡
辺
議
員　

①
中
央
市
の
学

校
教
育
に
お
け
る
、
が
ん
教

育
の
取
り
組
み
は
。

②
が
ん
・
障
が
い
者
が
無
理

な
く
働
け
る
職
場
の
意
識
改

革
は
。

教
育
長　

①
小
学
校
6
年
生

の
体
育
の
授
業
で
学
ん
で
い

る
。
中
学
校
で
は
保
健
体
育

の
授
業
で
、
生
活
習
慣
病
・

喫
煙
・
飲
酒
・
薬
物
乱
用
と

と
も
に
学
習
。

総
務
課
長　

②
健
診
の
実
施
、

代
替
職
員
の
配
置
、
管
理
職

の
意
識
改
革
等
、
職
場
環
境

改
善
に
努
め
て
い
る
。

渡
辺
議
員　

①
市
民
が
利
用

し
や
す
い
公
共
施
設
は
。

②
児
童
館
の
状
況
は
。

管
財
課
長　

①
玉
穂
総
合
会

館
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
の
要
素
を
取
り
入
れ
て

い
る
。

子
育
て
支
援
課
長　

②
29
年

度
内
に
は
、
市
内
11
児
童
館

の
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

施
設
検
討
委
員
会
に
報
告
す

る
。
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施設野菜団地化を推進

農業再生へ次の一手は

田中　　清 議員

田
中
議
員　

①
農
業
の
ブ
ラ

ン
ド
化
に
つ
い
て
。
新
た
な

農
業
戦
略
は
。

②
「
農
と
食
」
戦
略
会
議
は
。

農
政
課
長　

①
農
地
の
再
集

団
化
、
出
荷
体
制
の
再
構
築

化
と
共
選
シ
ス
テ
ム
を
取
り

入
れ
た
協
業
化
、
施
設
野
菜

団
地
化
を
推
進
し
た
い
。

②
個
別
農
家
の
経
営
不
安
定

化
が
加
速
し
て
い
る
中
、
今

後
は
農
業
基
盤
と
な
る
圃
場

整
備
農
地
の
集
約
と
集
団
化

を
図
り
、
成
功
例
等
を
活
用

し
た
情
報
発
信
に
も
努
め
る
。

【
関
連
質
問
】

▼
福
田
清
美
議
員

▼
名
執
義
髙
議
員

木
下
議
員　

①
市
が
考
え
る

待
機
児
童
の
定
義
は
。

②
市
立
保
育
園
の
入
園
状
況

は
。

子
育
て
支
援
課
長　

①
保
護

者
が
求
職
活
動
中
で
あ
る
こ

と
。
広
域
利
用
の
希
望
が
あ

る
が
、
利
用
で
き
な
い
場
合

は
、
居
住
す
る
市
町
村
で
待

機
児
童
と
す
る
。
特
定
の
保

育
所
限
定
の
待
機
は
、
待
機

児
童
に
含
め
な
い
。
育
児
休

業
中
の
保
護
者
が
復
職
に
関

す
る
確
認
が
で
き
る
場
合
は

待
機
児
童
と
す
る

②
入
園
希
望
者
に
つ
い
て
は

1
0
0
%
の
入
園
率
。

木
下
議
員　

①
家
具
固
定
に

よ
る
被
害
軽
減
策
は
。

②
災
害
時
の
救
急
医
療
対
策

は
。

③
中
巨
摩
医
師
会
と
の
連
携

に
つ
い
て
。

危
機
管
理
課
長　

①
市
民
一

人
ひ
と
り
の
備
え
と
地
域
防

災
意
識
の
向
上
を
図
り
、
地

域
住
民
の
協
力
に
よ
っ
て
、

命
を
守
り
抜
く
災
害
に
強
い

街
づ
く
り
を
進
め
る
。

健
康
推
進
課
長　

②
3
カ
所

の
医
療
救
護
所
に
医
療
救
急

セ
ッ
ト
を
合
計
6
セ
ッ
ト
配

置
。
防
災
倉
庫
の
建
設
や
医

療
救
護
所
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

も
確
保
し
て
い
る
。

③
災
害
時
の
救
護
活
動
に
関

す
る
協
定
締
結
し
た
。

【
関
連
質
問
】

▼
福
田
清
美
議
員

▼
関　

敦
隆
議
員

問質般一

希
望
者
は
1
0
0
%
入
園

保
育
園
の
待
機
児
童
は

議
員

木
下　

友
貴

家具を固定し減災対策を

中央市が誇るスイートコーン（ゴールドラッシュ）



13

対策計画を策定した

空き家対策と利活用は

田中　輝美 議員

田
中
議
員　

①
相
談
窓
口
へ

の
相
談
件
数
と
内
容
は
。

②
「
特
定
空
家
」
の
認
定
と

対
応
は
。

③
高
齢
者
・
低
所
得
者
へ
の

活
用
は
。

④
子
育
て
世
帯
へ
の
移
住
促

進
策
は
。

⑤
空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
状

況
は
。

政
策
秘
書
課
長　

①
2
月
末

現
在
、
相
談
数
は
41
件
。
草

木
の
繁
茂
、
建
築
物
の
倒

壊
・
損
傷
、
ご
み
の
不
法
投

棄
が
主
な
相
談
内
容
。

②
立
ち
入
り
調
査
し
、
周
辺

へ
の
影
響
・
切
迫
度
等
を
判

断
し
認
定
す
る
。
認
定
後
は
、

助
言
・
指
導
、
勧
告
、
命
令
、

行
政
代
執
行
を
順
次
実
施
す

る
。

③
④
29
年
10
月
、
住
宅
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
機
能
強
化

の
た
め
の
法
律
が
施
行
さ
れ

た
。
制
度
活
用
の
啓
発
に
努

め
る
。

商
工
観
光
課
長　

⑤
登
録
物

件
は
1
件
、
利
用
者
登
録
は

18
人
。
こ
れ
ま
で
2
件
が
成

約
済
み
。
今
後
は
登
録
物
件

を
増
や
す
よ
う
努
め
る
。

総
務
教
育
常
任
委
員
会

トーポレ会員委・問質般一

大
型
事
業
を
控
え
、財
政
状
況
の
見
通
し
は

職
員
給
与
条
例
の
改
正

〈
総
務
課
〉

問　

保
育
士
は
人
材
不
足

だ
が
、臨
時
職
員
の
賃
金
は

今
後
上
げ
て
い
く
の
か
。

答　

こ
こ
3
年
間
賃
金
を

上
げ
て
い
る
が
採
用
は
厳

し
い
。近
隣
自
治
体
の
状
況

を
考
慮
し
検
討
し
て
い
く
。

問　

法
改
正
に
よ
り
、雇

用
期
間
の
定
め
が
あ
る
社

員
は
通
算
5
年
経
過
後
に
、

面
接
を
実
施
し
て
無
期
労

働
契
約
に
転
換
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。本
市
臨
時
職

員
に
も
関
連
す
る
の
か
。

答　

地
方
公
務
員
法
の
改

正
で
、臨
時
職
員
の
保
育

士
が
認
め
ら
れ
な
く
な
る
。

調
理
員
も
同
様
。今
後
は

会
計
年
度
任
用
職
員
と
し

て
1
年
ご
と
の
雇
用
形
態

に
す
る
方
向
で
検
討
す
る
。

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算

〈
政
策
秘
書
課
〉

問　

ふ
る
さ
と
づ
く
り
応

援
寄
附
金
事
業
の
主
な
減

額
理
由
は
。

答　

新
商
品
を
加
え
努
力

を
し
た
が
伸
び
悩
ん
だ
。夏

場
の
商
品
が
う
ま
く
マッ
チ

ン
グ
し
な
か
っ
た
反
省
も
あ

り
、29
年
度
に
向
け
新
商

品
の
開
発
等
に
取
り
組
む
。

〈
財
政
課
〉

問　

リ
ニ
ア
沿
線
自
治
体

で
は
市
町
村
振
興
資
金
の

増
額
を
県
に
要
望
し
て
い

る
が
、本
市
の
状
況
は
。

答　

市
町
村
振
興
資
金
は

元
利
償
還
金
の
50
％
が
補

給
さ
れ
る
有
利
な
起
債
だ

が
、償
還
期
間
が
10
年
と

短
か
く
、1
年
当
た
り
の

償
還
額
が
多
額
と
な
る
た

め
、今
後
の
財
政
状
況
を

踏
ま
え
慎
重
に
検
討
す
る
。

問　

財
政
調
整
基
金
の
29

年
度
最
終
残
高
見
込
み
額

と
、今
後
の
大
型
諸
事
業

を
控
え
て
の
見
通
し
は
。

答　

28
年
度
末
残
高
は
約

35
億
4
千
万
円
。29
年
度

2
月
補
正
時
点
で
31
億

2
、6
0
0
万
円
。今
後
は

14
〜
15
億
円
を
見
込
む
厳

し
い
状
況
で
、国
・
県
の
交

付
金
や
有
利
な
起
債
を
選

択
す
る
な
ど
財
源
確
保
に

努
め
る
。

〈
教
育
総
務
課
〉

問　

リ
ニ
ア
建
設
に
関
連

す
る
公
共
施
設
移
転
の
補

償
費
は
ど
ん
な
時
期
に
決

定
さ
れ
る
の
か
。

答　

移
転
に
伴
い
グ
レ
ー

ド
ア
ッ
プ
が
生
じ
る
も
の
は

そ
の
時
点
で
協
議
す
る
。

事
務
費
の
負
担
に
つ
い
て
は
、

事
業
費
全
体
に
対
す
る
割

合
を
決
め
て
進
め
る
。

問　

給
食
セ
ン
タ
ー
施
設

整
備
事
業
を
2
億
4
千
万

円
計
上
し
て
い
る
が
、29
年

度
末
の
こ
の
時
期
で
支
出

は
で
き
る
の
か
。

答　

現
在
実
施
設
計
を
し

て
お
り
3
月
中
に
完
成
予

定
。工
事
は
30
年
度
に
契

約
す
る
予
定
で
、継
続
費

と
し
て
3
カ
年
度
で
事
業

を
実
施
す
る
。

大阪で開催された移住・定住セミナー
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産
業
土
木
常
任
委
員
会

国
か
ら
の
交
付
金
が
減
額
、
事
業
へ
の
影
響
は

市
営
住
宅
条
例
中
改
正
の
件

〈
建
設
課
〉

問　

収
入
申
告
や
報
告
の
請
求
に

応
じ
る
こ
と
が
困
難
な
入
居
者
の

認
定
方
法
は
。

答　

一
例
と
し
て
医
師
の
診
断
書

や
関
連
す
る
手
帳
な
ど
か
ら
認
定

し
、
協
議
の
場
を
設
け
決
定
す
る
。

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

〈
建
設
課
〉

問　

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

の
減
に
伴
い
、
道
路
橋
梁
費
に
つ

い
て
大
き
な
減
額
補
正
を
し
て
い

る
が
、
交
付
金
が
減
っ
た
理
由
は
。

答　

29
年
度
実
績
は
、
県
全
体
で

要
望
額
に
対
し
て
50
％
程
度
が
減

額
さ
れ
た
。
本
市
は
要
望
額
の
20

％
程
度
の
交
付
に
と
ど
ま
っ
た
。

問　

交
付
金
の
減
は
国
や
県
へ
の

要
求
が
足
り
な
い
の
か
。

答　

国
に
は
市
長
・
副
市
長
と
共

に
何
度
も
赴
い
て
要
望
書
を
提
出

し
た
。
29
年
度
は
約
1
、
9
0
0

万
円
の
追
加
交
付
が
あ
っ
た
。
来

年
度
も
同
様
に
要
望
活
動
を
行
う
。

〈
都
市
計
画
課
〉

問　

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

の
減
に
よ
り
事
業
を
減
ら
す
状
況
。

財
源
不
足
の
場
合
の
事
業
実
施
は
。

答　

起
債
等
で
の
対
応
や
事
業
規

模
の
縮
小
な
ど
を
検
討
す
る
。
29

年
度
も
玉
穂
中
央
通
り
線
整
備
事

業
で
は
財
源
不
足
か
ら
建
物
補
償

調
査
を
30
年
度
に
見
送
っ
た
。

〈
商
工
観
光
課
〉

問　

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
マ
ラ
ソ
ン

&
ウ
ォ
ー
ク
の
参
加
費
の
内
容
は
。

答　

山
の
神
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス

は
大
人
3
千
円
、
里
山
エ
ン
ジ
ョ

イ
コ
ー
ス
は
2
千
円
で
、
小
中
学

生
は
1
、
5
0
0
円
。
頂
上
や
千

本
桜
入
口
等
に
休
憩
所
を
設
け
る

が
、
山
の
神
コ
ー
ス
は
ス
タ
ッ
フ

も
多
く
休
憩
所
も
設
け
る
の
で
費

用
を
分
け
た
。
各
部
門
と
も
上
位

6
人
を
表
彰
。
ゴ
ー
ル
地
点
で
お

も
て
な
し
を
計
画
し
て
お
り
、
そ

れ
ら
の
費
用
に
充
て
る
。

問　

イ
ベ
ン
ト
の
募
集
方
法
は
。

答　

市
H
P
や
ラ
ン
ネ
ッ
ト
な
ど

の
受
付
サ
イ
ト
よ
り
募
集
中
。
今

後
は
東
京
・
大
阪
の
移
住
定
住
支

援
セ
ン
タ
ー
や
、
山
梨
中
央
銀
行

な
ど
と
も
提
携
し
P
R
し
て
い
く
。

厚
生
常
任
委
員
会

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
大
流
行

保
険
給
付
費
の
動
向
は

中
央
市
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
改
正

〈
高
齢
介
護
課
〉

問　

指
定
療
養
通
所
介
護
事
業
所

の
利
用
定
員
が
増
え
る
と
、
必
要

な
介
護
士
も
当
然
増
え
る
が
、
現

状
は
人
材
不
足
と
聞
い
て
い
る
。

対
策
に
は
市
も
関
わ
る
の
か
。

答　

市
単
独
で
特
別
な
措
置
は
な

い
。
国
の
処
遇
改
善
加
算
補
助
金

が
あ
り
、
給
料
の
か
さ
上
げ
を
し

た
事
業
所
に
加
算
措
置
し
て
い
る
。

問　

共
生
型
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
に
よ
り
、
施
設
に
お
い
て
障
が

い
者
や
高
齢
者
が
共
生
で
き
る
体

制
に
な
る
が
、
今
後
の
見
通
し
は
。

答　

各
事
業
所
よ
り
参
入
し
て
い

た
だ
く
が
、
普
及
の
た
め
情
報
提

供
を
図
り
参
入
を
促
し
て
い
く
。

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

〈
健
康
推
進
課
〉

問　

母
子
健
診
事
業
で
、
妊
婦
の

健
診
件
数
が
減
少
し
た
要
因
は
。

答　

28
年
度
上
半
期
の
実
績
に
よ

り
当
初
予
算
計
上
し
た
が
、
妊
婦

数
が
見
込
み
よ
り
40
人
ほ
ど
減
少

し
た
。
健
診
内
容
は
14
回
の
健
診

や
検
査
な
ど
多
岐
に
渡
る
た
め
、

多
額
の
減
額
と
な
っ
た
。

平
成
29
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

〈
保
険
課
〉

問　

29
年
度
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
猛
威
を
奮
っ
て
い
る
が
、
療
養

給
付
費
の
動
向
は
。

答　

1
月
時
点
で
約
12
億
3
千
万

円
と
前
年
同
時
期
と
比
べ
約
2
千

万
円
の
増
加
。
中
北
保
健
所
管
内

で
は
早
い
時
期
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
大
流
行
し
た
。
本
市
で
も
学

級
閉
鎖
が
あ
り
、
給
付
費
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
。

問　

療
養
給
付
費
は
現
在
の
予
算

額
の
範
囲
で
賄
え
る
の
か
。

答　

今
後
の
動
向
は
不
明
確
だ
が
、

不
足
時
は
国
保
財
政
調
整
基
金
の

積
み
立
て
か
ら
補
て
ん
す
る
。

問　

出
産
育
児
一
時
金
は
、
該
当

者
の
見
込
み
人
数
等
の
説
明
を
。

答　

28
年
度
は
32
件
、
29
年
度
は

18
件
で
あ
り
こ
の
分
を
減
額
補
正

し
た
。
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予
算
特
別
委
員
会

平
成
30
年
度
中
央
市
一
般
会
計
予
算

〈
総
務
課
〉

問　

L
E
D
化
に
よ
る
市
管
理
の

防
犯
灯
の
電
気
料
削
減
実
績
は
。

答　

従
来
、
約
1
千
万
円
だ
っ
た

も
の
が
29
年
度
は
約
8
0
0
万
円
。

30
年
度
は
約
5
6
0
〜
5
7
0
万

円
を
見
込
み
予
算
計
上
し
た
。

ピ
ー
ク
時
と
比
較
す
る
と
約
半
額

に
削
減
し
た
。

〈
政
策
秘
書
課
〉

問　

H
P
を
本
年
3
月
よ
り
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
が
、
ネ
ッ
ト
等

を
使
え
な
い
市
民
に
対
す
る
情
報

周
知
の
考
え
は
。

答　

新
た
な
H
P
に
は
ツ
イ
ッ

タ
ー
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ラ
イ

ン
な
ど
の
S
N
S
を
取
り
入
れ
る

こ
と
で
機
器
を
使
用
す
る
市
民
に

向
け
幅
広
い
情
報
発
信
が
で
き
る
。

ネ
ッ
ト
を
使
用
し
な
い
市
民
に
は
、

広
報
紙
や
防
災
無
線
等
を
通
じ
て

情
報
入
手
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

〈
危
機
管
理
課
〉

問　

防
災
施
設
整
備
事
業
の
備
蓄

用
飲
料
水
入
れ
替
え
に
つ
い
て
、

古
い
水
の
処
分
は
。

答　

基
本
は
5
年
が
保
存
期
限
だ

が
、
消
費
期
限
が
迫
る
も
の
は
会

議
や
イ
ベ
ン
ト
等
で
使
う
よ
う
周

知
し
、
食
品
ロ
ス
を
な
く
す
取
り

組
み
を
考
え
て
い
る
。

問　

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成

に
か
か
る
基
本
的
な
考
え
は
。

答　

本
市
に
影
響
を
及
ぼ
す
河
川

は
、
国
管
理
河
川
の
釜
無
川
・
笛

吹
川
、
県
管
理
河
川
の
荒
川
・
芦

川
・
滝
戸
川
・
滝
沢
川
が
指
定
河

川
で
あ
り
、
国
県
の
特
殊
デ
ー
タ

を
借
用
し
て
最
悪
を
想
定
し
た
図

面
を
作
成
す
る
。
洪
水
に
よ
る
浸

水
状
況
等
も
個
々
の
場
所
に
よ
り

異
な
る
た
め
、
詳
細
な
避
難
情
報

を
提
供
し
て
対
処
し
て
い
く
こ
と

が
マ
ッ
プ
作
成
の
主
な
目
的
。

〈
財
政
課
〉

問　

臨
時
財
政
対
策
債
が
占
め
る

市
債
構
成
比
は
39
・
8
％
と
高
い
。

補
て
ん
も
見
据
え
た
今
後
の
返
済

計
画
に
つ
い
て
説
明
を
。

答　

臨
時
財
政
対
策
債
は
地
方
交

付
税
で
足
り
な
い
部
分
を
補
て
ん

す
る
起
債
。
元
利
償
還
金
の
全
額

は
基
準
財
政
需
要
額
に
算
入
さ
れ

る
た
め
、
後
年
度
に
国
か
ら
全
額

交
付
税
算
入
さ
れ
る
見
込
み
。

〈
環
境
課
〉

問　

一
般
住
宅
地
内
の
枯
草
が
多

い
土
地
に
つ
い
て
対
策
は
。

答　

所
有
者
に
よ
る
管
理
が
基
本

だ
が
、
苦
情
が
あ
る
場
合
は
農
地

な
ら
農
政
課
、
宅
地
な
ら
環
境
課

が
対
応
し
所
有
者
に
連
絡
し
て
い

る
。

問　

ゴ
ミ
減
量
化
に
対
す
る
取
組

み
の
効
果
は
。

答　

28
年
度
の
家
庭
系
一
般
廃
棄

物
の
総
量
は
約
7
、
9
2
0
㌧
で

前
年
度
比
3
・
4
％
減
。
内
訳
は

可
燃
ゴ
ミ
が
2
・
2
％
、
不
燃
ゴ

ミ
が
2
・
8
％
、
粗
大
ゴ
ミ
が

7
・
6
％
、
資
源
ゴ
ミ
が
7
%
の

減
。
環
境
衛
生
委
員
や
エ
コ
ラ
イ

フ
推
進
員
等
に
よ
る
取
り
組
み
や
、

小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
の
影
響
が

大
き
い
。

〈
教
育
総
務
課
〉

問　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
対
し

て
の
予
算
計
上
は
。

答　

子
ど
も
の
未
来
応
援
交
付
金

に
よ
る
貧
困
対
策
推
進
計
画
を
現

在
策
定
中
。
現
在
は
福
祉
課
に
よ

り
、
自
立
支
援
交
付
金
を
活
用
し

フ
ー
ド
バ
ン
ク
山
梨
が
田
富
総
合

会
館
で
行
う
子
ど
も
の
学
習
支
援

等
を
実
施
。
今
後
は
計
画
に
基
づ

く
支
援
を
実
施
し
て
い
く
予
定
。

問　

豊
富
小
学
校
校
舎
建
設
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　

6
月
以
降
に
仮
設
校
舎
を
発

注
し
、
年
度
内
に
完
成
予
定
。
仮

設
校
舎
へ
の
引
っ
越
し
は
31
年
の

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
中
を

予
定
。
そ
の
後
3
カ
月
程
度
で
解

体
し
、
年
末
に
新
校
舎
を
建
設
発

注
し
て
工
事
に
入
る
。
33
年
の

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
中
に
引
っ

越
し
予
定
。

〈
福
祉
課
〉

問　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
が
進
め

よ
う
と
し
て
い
る
困
窮
者
支
援
に

も
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。
生

活
保
護
世
帯
以
外
の
準
要
保
護
者

へ
の
支
援
は
。

答　

教
育
委
員
会
で
準
要
保
護
者

へ
の
調
査
を
す
る
中
で
、
取
り
入

れ
て
い
き
た
い
。

〈
子
育
て
支
援
課
〉

問　

第
2
子
以
降
の
3
歳
未
満
児

保
育
料
無
料
化
に
つ
い
て
、
市
は

独
自
に
満
3
歳
を
越
し
た
年
度
内

分
も
条
件
に
よ
り
補
て
ん
し
て
い

る
が
、
該
当
者
数
と
補
て
ん
金
額

は
。

答　

29
年
度
は
20
人
、
2
3
0
万

円
を
見
込
ん
で
い
る
。



①市道田富Ⅰ－6号線 （東花輪駅前の北西）
◆改良事業が完成した東花輪駅前の北西を通
る市道田富Ⅰ－6号線を視察し、都市計画課から
状況説明を受けました。改良前は車や朝夕の通
勤時に駅を利用する歩行者および送迎車、バイ
ク、自転車が錯綜し危険な状態でしたが、歩道
が設置され、道路が整備されたことで、市民の
皆さまが安心・安全に利用できるよう改善された
ことを確認しました。

現地視察報告
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

トーポレ会員委
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予
算
特
別
委
員
会

整備された市道田富Ⅰ－6号線 サントリーのワイン用ぶどう農場を視察

〈
健
康
推
進
課
〉

問　

地
域
自
殺
対
策
緊
急
強
化
事

業
の
内
容
は
。

答　

保
健
師
や
雇
用
し
て
い
る
臨

床
心
理
士
に
よ
る
相
談
を
実
施
し

て
い
る
。
保
健
師
は
随
時
対
応
し

て
お
り
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る
相

談
日
は
月
に
2
回
、
午
後
か
ら
4

名
ま
で
受
付
対
応
。
他
に
雇
い
上

げ
保
健
師
に
よ
る
電
話
相
談
日
を

月
1
回
設
け
て
対
応
し
て
い
る
。

〈
建
設
課
〉

問　

路
面
下
空
洞
化
調
査
は
、
通

学
路
な
ど
特
別
な
道
路
を
優
先
し

て
調
査
す
べ
き
で
は
。

答　

内
容
を
精
査
し
重
要
な
箇
所

か
ら
検
討
す
る
。

〈
都
市
計
画
課
〉

問　

総
合
防
災
公
園
の
状
況
は
。

答　

29
年
度
は
詳
細
設
計
中
で
年

度
末
に
は
完
成
予
定
。

平
成
30
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算

〈
保
険
課
〉

問　

保
険
税
算
定
は
4
方
式
か
ら

3
方
式
と
な
る
が
、
加
入
者
の
税

額
の
増
減
見
込
み
は
。

答　

所
得
や
資
産
の
関
係
で
全
員

が
下
が
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
試

算
で
は
約
70
％
の
加
入
者
が
前
年

度
と
比
べ
て
下
が
る
見
込
み
。

平
成
30
年
度
中
央
市
下
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算

〈
下
水
道
課
〉

問　

公
共
下
水
道
の
工
事
の
進
捗

状
況
は
。

答　

29
年
6
月
末
時
点
で
共
用
開

始
区
域
は
約
4
9
0
・
5
㌶
。
整

備
率
は
事
業
計
画
区
域
で
約
81
％
、

全
体
計
画
区
域
で
約
58
％
。

②圃場整備したサントリーのワイン用ぶどう農場
　 （豊富地区の王塚古墳周辺）

◆サントリーの担当者に案内いただき、圃場整備したサントリーのワ
イン用ぶどう農場の概要について説明を受けました。ワインに適し
たぶどう栽培のためには水を多く吸いすぎないことが必要で、根が
あまり広がらないためのシートが設置されていました。今後は水と養
分を適切量与える設備を整えていくそうです。また、草を生やさない
ためのシートも設置され、大規模で効率的な農業を可能にするシス
テムが着実に構築されている様子を視察しました。今後、予定では
約5,000本の苗を植
えつけ、3年目からの
収穫を見込んでいる
そうです。本市にお
ける農業の在り方に
対するモデルケース
としての可能性を感
じる現場でした。

平成30年3月9日（金）



かほ定予の会議
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※詳細は議会情報のHPをご覧ください。
　http：//www.city.chuo.yamanashi.jp/gyosei/gikai_info.php

あなたの写真が
表紙をいろどります。

今年度のテーマは
「市内のイベント」です！「市内のイベント」

〒409-3892
中央市臼井阿原301-1
中央市議会事務局
e-mail：gikai-boshu@city.chuo.yamanashi.jp

宛　

先

※日程等は定例会前の議会運営委員会で決定されます。変更される場合がありますのでご了承ください。
●議会は誰でも傍聴できます。（傍聴席36席）　
　なお、本会議は田富庁舎1階ロビーでテレビ放映します。お気軽に、傍聴においでください。

第2回定例会は、次のとおりの予定となります。お気軽に、傍聴においでください。平成30年6月定例会の予定

午前10時

午前9時30分

午前9時30分

午前9時30分

開会

総務教育常任委員会

厚生常任委員会

産業土木常任委員会

（木）

（月）

（火）

（水）

6月7日

11日

12日

13日

午前10時

午前10時

午前10時

一般質問

一般質問

閉会

（月）

（火）

（木）

18日

19日

21日

　3月2日に開催されたリニア中央新幹線対
策特別委員会では、リニア交通政策課より
沿線自治会とJRとの協議等進捗状況や、小
井川駅周辺の駐輪場等整備の概要について
説明を受けました。委員からは環状線とリニ
アルートに挟まれる土地へのJRからの補償
に係る状況確認や、歩行者の安全確保につ
いて意見が出されました。

　3月2日に開催された庁舎整備特別委員会
では、増築庁舎の建設や既存庁舎改修の実
施設計に向け、市民が広く集う憩いの場とし
て市内を一望する展望スペースの設置を要
望する声が挙がり、意見が交わされました。
リニア開業も見据える中、展望スペースにつ
いては議会内で継続的に調査・研究するこ
とが確認されました。
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新町第2

浅野　理沙

春に想う
　平成22年2月、私たち家族は東京都多摩市から
木原（豊富）に移り住んだ。山梨は夫の単身赴任先
でもあり、毎月のように山梨に足を運び山梨の自然
環境に親しんだものだ。“山梨に移住したい！”とい
う思いは少しずつ膨らみ、私たちは人生の一大決心
をした。ただ一つ心配事があった。それは、娘が
“難治性痙攣性疾患”という病気を持ち、それに伴
う知的障害を抱えていたからだ。生まれてすぐから
大きなけいれんを引き起こし、入院することもしば
しばだった。やっと障がい者の通所施設で働くこと
になった娘の人生を、親の都合で奪ってしまっても
いいのだろうか？という危惧。それでも、私たちは入
念な準備をして移住に踏み切った。それは賭けのよ
うなものだった。移住して9年目、幸いなことに娘は
山梨での生活を気に入り、元気に障がい者の事業
所に通所している。
　南アルプスの山 、々八ヶ岳の美しい稜線は昔から
の憧れだ。毎年蛍が飛び交い川べりにはクレソンが
育つ環境。野菜や果物を頂くことも多い。何より人
情がすばらしい山梨での生活である。私たちも心豊
かに力強く、命の終焉までの時を刻んでいきたい…。

　気候も冬から春へ変わり躍動する季節になりまし
た。この時期、我が家にも小さな春がやってきまし
た。長女が小学校へ入学しました。初めて幼稚園に
通っていたころと比べると、体もだいぶ大きくなり会
話も大人びてきて、私と対等に会話できるまで成長
してきました。本当に子どもの成長には日々驚かさ
れるばかりです。ここまでになるには、多くの方々の
サポートがあり感謝しています。
　この冬インフルエンザに2度感染し大変な思いを
したことを思うと、健康第一に小学校で元気に楽し
く学んでいけたらと思います。
　4月から5月に見る風物詩、空に泳ぐ鯉のぼりをあ
まり見ることも少なくなりましたが、悠 と々空に泳ぐ
姿を見ると親御さんの子どもの成長を願う心を感じ
ます。日々の生活の忙しさに忘れがちな大切なこと
を思い起こされる風景でもあります。大空に泳ぐ鯉
のぼりのように、わが子の成長を願い、これからの
日々を楽しんで過ごしていきたいと思う季節でもあ
ります。

木原

上野いつ子

山梨に移り住んで…

編　集　後　記

　メダル獲得が過去最高となった平昌オリンピックが
終わり、選手の健闘に私たち国民は勇気と喜びをたく
さんいただきました。3月議会も閉会し、平成30年度の
予算は過去最大のものとなります。庁舎整備や給食セ
ンター建設、リニア建設に伴う学校の建て替え等々、
大きな事業が目白押しとなっています。次世代へ希望
が持てる街づくりのために、市議会といたしましても、
しっかり協議を進め、皆さまのご意見を市政に反映し

ていけるよう努力してまいります。これからも皆さまの
ご意見をお聞かせ下さい。

［田中　清］

発　行／山梨県中央市議会　　発行人／議会議長　河西　茂　　　編　集／議会広報編集委員会
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委　員　長　　田中　　清
副委員長　　木下　友貴
委　　員　　渡辺　　亨　小池　章治
　　　　　　名執　義髙　福田　清美


